
No. １５０
２０１４年５月24日発行

3月議会定例会
3月定例会概要（当初予算、補正予算・条例改正ほか）
	………………………………………………………………2～6
総務常任委員会・教育民生常任委員会報告
産業建設常任委員会審査報告…………………………	7～9
一般質問……………………………………………… 	 10～12
聲〈こえ〉私のいいたいこと………………………………	13
議会日誌・表紙写真募集・編集室………………………	14

　＜芳賀東小　田植え ＞



2

◎予算総額１１４億４，４１０万円を可決
◎議員定数１６人から１４人へ次回普通選挙
　から実施することに条例改正
　平成２６年３月議会定例会は、３月３日から３月１７日までの１５日間開催しました。
　定例会には、平成２６年度一般会計、各特別会計予算をはじめ、平成２５年度補正予算、条例制定・改正や、
議員発議による議会の議員の定数を定める条例の一部改正が提出されました。各常任委員会付託も含めて
今年度の重点目標に合致しているか細部にわたり慎重審議がなされた結果、定例会議案全件が原案どおり
可決されました。

～みんなで創る　やすらぎと豊かさに満ちたまち　芳賀～
　　　　　　　　　重点施策　○学校教育の充実　　　　　　　  ○健康づくりの推進　
　　　　　　　　　　　　　　○計画的なまちづくりの推進　　　○防災・消防機能の向上
　　　　　　　　　　　　　　○農業の振興

平成26年度　各会計予算
　（単位：千円）　△は減

区　分
会計別

平成26年度
当初予算額

平成25年度
当初予算額

増　　減 増減比（％）

一 　 　 般 　 　 会 　 　 計 7,438,000 6,600,000 　　838,000 12.7

　
特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国 民 健 康 保 険 1,953,000 1,928,000 25,000 1.3

農 業 集 落 排 水 事 業 177,000 177,000 0 0

工 業団地排水処理センター 105,000 171,000 　　△ 66,000 △ 38.6

介護保険
保 険 事 業 勘 定 1,220,000 1,200,000 20,000 1.7

サ ービス事業勘定 8,000 8,000 0 0

公 共 下 水 道 事 業 282,000 329,000 △ 47,000 △ 14.3

祖母井南部土地区画整理事業 120,000 136,000 △ 16,000 △ 11.8

宅 地 造 成 事 業 100 100 0 0

後 期 高 齢 者 医 療 141,000 130,000 　　　11,000 8.5

　 小 　 計 　 4,006,100 4,079,100 △ 73,000 △ 1.8

　 合 　 計 　 11,444,100 10,629,100 765,000 7.2

３月議会定例会
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質
疑  

増
渕
さ
つ
き
議
員　

ま
ち

づ
く
り
委
員
会
で
、外
部
有
識
者
の

意
見
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

町
長　

町
の
将
来
を
視
点
に
外
部
委

員
を
設
置
す
る
か
検
討
し
て
い
き
た

い
。

質
疑  

増
渕
さ
つ
き
議
員　

ｅ
―

ウ

エ
ル
ネ
ス
の
募
集
は
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
。

住
民
生
活
部
長　

生
徒
数
は
60
人

か
ら
140
人
に
増
し
て
い
る
が
、漏
れ
た

希
望
者
を
中
心
に
募
集
し
て
い
く
。

質
疑  

水
沼
孝
夫
議
員　

祖
母
井

神
社
前
付
近
の
整
備
を
ど
の
よ
う
に

進
め
る
の
か
。

建
設
産
業
部
長　

県
道
整
備
後
の
土

地
利
用
、商
店
街
活
性
化
等
か
ら
沿

道
整
備
街
路
事
業
に
よ
る
整
備
が
適

当
と
考
え
ま
す
。地
元
組
織
と
同
事

業
を
研
究
し
、2
年
程
度
で
方
向
性

を
出
し
た
い
。

質
疑  

水
沼
孝
夫
議
員　

世
帯
数

は
増
え
て
い
る
の
に
、自
治
会
や
行
政

区
未
加
入
が
増
え
て
い
る
が
、そ
の

対
策
は
。

総
務
企
画
部
長　

町
自
治
会
連
合

会
で
自
治
会
長
と
議
論
し
、町
全
体

と
し
て
対
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

○
予
算
に
対
す
る
主
な
質
疑

質
疑  

北
條
　
勲
議
員　

温
泉
セ

ン
タ
ー
更
衣
室
の
床
等
の
改
修
計
画

は
あ
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長
　
床
に
つ
い
て
は
、温

泉
自
体
の
予
算
で
改
修
す
る
場
合
も

あ
る
の
で
、内
容
を
確
認
い
た
し
ま
す
。

質
疑  

市
川
宗
司
議
員　

消
防
団

の
感
謝
の
気
持
ち
と
し
て
出
動
手
当

の
金
額
を
増
額
す
る
考
え
は
な
い
か
。

総
務
課
長
　
消
防
団
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
改
善
を
検
討
し
た
い
。

質
疑  
石
川
　
保
議
員　

出
会
い

事
業
に
つ
い
て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
委
託
す
る

と
か
場
所
も
宇
都
宮
市
で
実
施
す
る

と
か
考
え
は
な
い
の
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
今
後
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

質
疑  

石
川
　
保
議
員　

ロ
マ
ン
太

鼓
の
報
酬
を
あ
げ
る
よ
う
な
措
置
が

必
要
で
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
今
後
研
究
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

質
疑  

小
林
一
男
議
員　

芳
賀
高

校
跡
地
の
宅
地
造
成
100
区
画
予
定

だ
が
、土
地
計
画
も
実
施
中
の
な
か
、

宅
地
の
グ
レ
ー
ド
を
高
く
設
定
す
る

と
い
う
が
、ど
の
よ
う
な
グ
レ
ー
ド
か
。

建
設
産
業
部
長
　
不
動
産
業
者
等

と
協
議
し
な
が
ら
、今
後
、実
施
し
て

い
き
た
い
。

質
疑  

杉
田
貞
一
郎
議
員　

空
き

家
対
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

建
設
産
業
部
長
　
今
後
、県
建
物
建

設
協
会
の
協
力
を
得
て
活
用
で
き
る

も
の
に
つ
い
て
は
活
用
し
て
い
き
た
い
。

改
修
費
用
の
補
助
、家
財
処
理
の
補

助
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

質
疑  

杉
田
貞
一
郎
議
員　

芳

賀
・
真
岡
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て
の
概
要

を
聞
き
た
い
。

生
涯
学
習
課
長
　
年
齢
に
よ
る
区
割

り
な
ど
は
あ
る
。
参
加
見
込
み
は

１
０
０
０
人
と
し
て
計
画
中
で
す
。

一
回
目
の
結
果
を
見
て
、
反
省
後
、

種
目
内
容
を
洗
い
直
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。

質
疑  

大
島
　
浩
議
員　

優
良
農

地
を
ど
う
守
っ
て
い
く
の
か
町
の
方

針
を
聞
き
た
い
。農
業
者
の
高
齢
化

に
伴
い
、農
地
の
放
棄
も
見
ら
れ
る
。

町
長
　
農
業
の
振
興
を
図
り
、
農

地
の
放
棄
も
し
っ
か
り
見
守
っ
て

い
き
た
い
。

質
疑  
大
島
　
浩
議
員　

遊
友
は

が
の
整
備
に
つ
い
て

商
工
観
光
課
長
　
降
雪
時
に
レ
ス
ト

ラ
ン
等
で
雨
漏
り
が
あ
り
、予
防
対

策
の
一
環
と
し
て
、ロ
マ
ン
開
発
と
テ

ナ
ン
ト
の
契
約
の
中
で
保
険
の
加
入

で
対
応
し
て
い
く
。モ
テ
ナ
ス
も
同
じ

状
況
に
あ
っ
た
の
で
、建
設
業
者
等
か

ら
の
提
案
を
受
け
、費
用
対
効
果
、建

築
基
準
法
等
に
照
ら
し
対
策
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

質
疑  

小
林
俊
夫
議
員　

職
員
採
用

に
際
し
て
は
、や
る
気
の
あ
る
優
秀

な
職
員
を
採
用
す
る
と
あ
る
が
、健

康
で
体
力
の
あ
る
人
材
も
入
る
よ
う

お
願
い
し
た
い
。

総
務
課
長　

仕
事
を
す
る
に
は
、体

も
心
も
健
康
で
な
い
と
で
き
な
い
の

で
、そ
の
点
も
考
慮
し
て
い
き
た
い
。

質
疑  

小
林
俊
夫
議
員　

第
２
工

業
団
地
の
考
え
は
な
い
の
か
。

町
長　

工
業
団
地
に
つ
い
て
は
、芳

賀
町
に
立
地
し
た
い
企
業
も
あ
る
の

で
、26
年
度
調
査
し
ま
す
。

質
疑  

見
目
　
匡
議
員　

国
や
県

が
目
指
し
て
い
る
農
業
行
政
に
つ
い

て
の
研
修
会
等
の
開
催
が
必
要
で
は

な
い
か
。

町
長　

新
規
就
農
者
へ
の
研
究
会
は

実
施
し
て
い
ま
す
が
、出
席
率
が
低

い
の
で
検
討
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

（
常
任
委
員
会
付
託
、原
案
可
決
）

□
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
質
疑
な
し
・
常
任
委
員
会
付
託
・
原

案
可
決
）

□
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

質
疑  

小
林
一
男
議
員　

農
業
集

落
排
水
の
不
明
水
は
。

建
設
産
業
部
長　

稲
毛
田
・
上
稲
毛

田
が
多
く
今
年
度
調
査
し
、今
後
対

応
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
い
。

（
常
任
委
員
会
付
託
、原
案
可
決
）

□
芳
賀
工
業
団
地
排
水
処
理
セ
ン

タ
ー
特
別
会
計

□
介
護
保
険
特
別
会
計

（
質
疑
な
し
・
常
任
委
員
会
付
託
・
原

案
可
決
）

□
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

質
疑  

小
林
信
二
議
員　

丸
子
苑
、

幸
町
、緑
町
等
か
ら
の
要
望
が
あ
る

が
、町
の
整
備
計
画
は
。

建
設
産
業
部
長　

進
捗
状
況
を
見

な
が
ら
31
年
度
以
降
、
他
の
地
区

も
含
め
優
先
順
位
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

（
常
任
委
員
会
付
託
、原
案
可
決
）

□
祖
母
井
南
部
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計

□
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計

□
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

（
質
疑
な
し
・
常
任
委
員
会
付
託
・
原

案
可
決
）

〈
平
成
26
年
度
一
般
会
計
〉

〈
平
成
26
年
度
特
別
会
計
〉
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□
芳
賀
町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

□
芳
賀
町
教
育
長
の
給
与
、勤
務
時

間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容  

昨
年
度
に
引
続
き
町
の
財

政
状
況
を
考
慮
し
、
平
成
26
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
ま

で
、
町
長
・
副
町
長
及
び
教
育

長
の
給
料
月
額
を
そ
れ
ぞ
れ
４
万

円
・
３
万
円
・
２
万
円
の
定
額
を

減
額
し
て
、
町
長
70
万
円
、
副
町

長
57
万
円
、
教
育
長
53
万
円
に
減

額
し
た
給
与
を
支
給
す
る
た
め
の

条
例
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容  

月
60
時
間
を
超
え
る
時
間
外

勤
務
に
係
る
超
過
勤
務
手
当
の
支
給

を
、週
休
日
に
あ
っ
て
は
現
在
の
２
割

５
分
割
増
か
ら
、５
割
増
し
た
時
間

外
と
す
る
た
め
で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
障
害
程
度
区
分
審
査
会

の
委
員
の
定
数
等
を
定
め
る
条

例
及
び
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

内
容  

「
障
害
自
立
支
援
法
」に
代
わ

り
、「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会

生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
法
律
」

が
平
成
25
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
、

障
害
者
の
範
囲
の
見
直
し
が
行
わ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、難
病
患
者
等
が
障

害
者
の
範
囲
に
該
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。こ
れ
に
伴
い
、従
来
の
障

害
程
度
を
示
す「
障
害
程
度
区
分
」

が
、標
準
的
な
支
援
の
度
合
い
を
総

合
的
に
示
す「
障
害
支
援
区
分
」に
改

め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

□
芳
賀
町
生
ご
み
収
集
運
搬
及
び

処
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

□
芳
賀
町
粗
大
ご
み
収
集
運
搬
及

び
処
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

内
容  

真
岡
市
に
完
成
し
た
芳
賀
地

区
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
一
般
廃
棄

物
処
理
の
本
格
稼
働
に
伴
い
、平
成

26
年
４
月
か
ら
一
般
廃
棄
物
の
収
集

業
務
は
、芳
賀
郡
中
部
環
境
衛
生
事

務
組
合
が
行
い
、処
理
業
務
は
芳
賀

地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
が
行
う

た
め
、関
連
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

□
芳
賀
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

内
容  

町
道
路
線
の
廃
止
は
主
要
地

方
道
宇
都
宮
茂
木
線
芳
賀
バ
イ
パ

ス
に
よ
り
分
断
さ
れ
る
３
路
線
を

６
路
線
と
し
て
再
認
定
す
る
た
め

一
旦
廃
止
す
る
も
の
、
及
び
そ
の

分
断
に
伴
い
、
路
線
の
終
点
を
変

更
す
る
た
め
一
旦
廃
止
す
る
も
の

が
１
路
線
で
す
。

　

町
道
路
線
の
認
定
は
、先
に
説
明

し
ま
し
た
７
路
線
を
再
認
定
す
る
も

の
で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
芳
賀
温
泉
ロ
マ
ン
の
湯
）

□
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー（
遊

友
は
が
））

□
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
芳
賀
町
工
業
団
地
管
理
セ
ン

タ
ー
及
び
芳
賀
町
工
業
団
地
体

育
館
）

□
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
芳
賀
町
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー
）

□
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
な
ん
た
か
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
）

内
容  

指
定
管
理
者
の
指
定
が
平
成

26
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
期
間
満
了

を
む
か
え
る
こ
と
か
ら
、引
き
続
き

指
定
管
理
者
の
指
定
を
し
た
い
の
で
、

地
方
自
治
法
第
244
条
の
２
第
６
項
の

規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
す
。指
定
の
期
間
は
平
成
26

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３
月

31
日
ま
で
の
５
年
間
で
す
。芳
賀
町

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指

定
手
続
等
に
関
す
る
条
例
第
５
条
の

選
定
方
法
及
び
選
定
基
準
の
規
定
に

基
づ
き
、こ
れ
ま
で
の
指
定
管
理
実

績
等
を
考
慮
し
非
公
募
に
よ
り
継
続

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
職
員
の
修
学
部
分
休
業

に
関
す
る
条
例
及
び
芳
賀
町
職

員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容  

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴

い
修
学
部
分
休
業
に
あ
っ
て
は
、現

在
条
例
で
２
年
と
し
て
い
る
期
間
を

４
年
と
す
る
こ
と
。高
齢
者
部
分
休

業
に
あ
っ
て
は
、定
年
前
の
５
年
間
と

期
間
で
表
現
し
て
い
る
も
の
を
年
齢

表
現
に
改
め
る
た
め
の
条
例
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
光
の
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容  

光
の
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施

設
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
料
金
に

100
メ
ガ
の
10
倍
の
速
度
で
あ
る
１
ギ

ガ
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
や
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
で
は
、

既
に
宇
都
宮
地
区
で
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
て
お
り
、早
晩
、芳
賀
町
内
で
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
が
始
ま
る
と
思
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、い
ち
早
く
芳
賀
町
光

の
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施
設
で
１
ギ
ガ

の
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
も
の
で
す
。

質
疑  

水
沼
孝
夫
議
員

（
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

〈
指
定
管
理
者
の
指
定 

〉

〈
条 

例 

改 

正 

〉

〈
町
道
廃
止
・
認
定 

〉
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□
芳
賀
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

内
容  

移
動
系
防
災
行
政
無
線
設
備

の
う
ち
、統
制
局
設
備
及
び
基
地
局

設
備
並
び
に
管
理
に
関
す
る
事
務
を

平
成
26
年
度
か
ら
共
同
処
理
す
る
た

め
、芳
賀
地
区
広
域
事
務
組
合
規
約

を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
平
成
25
年
度
一
般
会
計

　
　
　
　

質
疑  

見
目
　
匡
議
員　

新
交
通

シ
ス
テ
ム
の
繰
越
明
許
の
理
由
は

何
か
。

総
務
企
画
部
長　

軌
道
ル
ー
ト
、軌

道
敷
、需
要
予
測
の
基
本
的
な
取
り

組
み
を
調
査
す
る
た
め
１
月
補
正
で

予
算
計
上
し
ま
し
た
が
、ル
ー
ト
に

つ
い
て
立
地
企
業
と
協
議
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。基
本
的
な
と
こ
ろ

が
決
ま
ら
な
い
と
次
に
予
定
し
て
い

る
事
業
予
測
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、若
干
遅
れ

て
い
る
状
況
で
す
の
で
、繰
越
を
か
け

ま
し
た
。

質
疑  

見
目
　
匡
議
員　

土
木
費

に
お
い
て
１
億
400
万
円
か
ら
の
繰
越

明
許
の
内
容
を
伺
い
た
い
。

建
設
課
長　

繰
越
予
算
１
億
405
万
８

０
０
０
円
に
つ
い
て
は
、追
加
補
正

予
算
に
25
年
度
の
当
初
予
算
分
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

質
疑  

見
目
　
匡
議
員　

当
初
予

算
は
既
に
発
注
し
た
も
の
に
今
回
補

正
を
し
、繰
越
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

建
設
課
長　

与
能
・
八
ツ
木
線
に
か

か
る
金
井
橋
上
部
構
の
工
事
は
３
月

20
日
を
目
指
し
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。与
能
・
八
ツ
木
線

道
路
改
良
工
事
は
、橋
梁
部
分
の
道

路
改
良
と
県
道
宇
都
宮
・
向
田
線
の

取
り
付
け
の
工
事
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。上
部
構
が
完
成
し
な
い
と
道
路

改
良
工
事
が
行
え
な
い
こ
と
と
県
道

の
取
り
付
け
工
事
を
先
に
や
っ
て
し

ま
う
と
、一
般
車
両
が
進
入
し
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
で
、工
事
に
支
障

を
来
た
し
ま
す
の
で
、上
部
構
が
完

成
し
て
か
ら
工
事
に
入
る
と
い
う
こ

と
で
繰
り
越
し
を
い
た
し
ま
し
た
。

質
疑  

見
目
　
匡
議
員　

歳
入
の
部

分
で
、社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

の
基
本
的
な
目
的
は
何
か
。

建
設
課
長　

地
方
公
共
団
体
等
が

行
う
社
会
資
本
の
整
備
そ
の
他
の

取
り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

交
通
の
安
全
の
確
保
と
そ
の
円
滑
化
、

経
済
基
盤
の
強
化
、生
活
環
境
の
保

全
、都
市
環
境
の
改
善
及
び
国
土
の

保
全
と
開
発
、並
び
に
住
民
生
活
の

安
定
確
保
及
び
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

質
疑  

見
目
　
匡
議
員　

ま
ち
づ

く
り
交
付
金
と
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
の
違
い
は

建
設
産
業
部
長　

社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
は
、道
路
・
公
園
・
下
水

道
と
い
っ
た
公
共
施
設
整
備
の
目
的

別
に
計
画
を
立
て
、今
回
の
補
正
は

栃
木
県
が
計
画
を
た
て
て
そ
の
中
に

組
み
込
ま
れ
た
補
助
事
業
で
す
。旧

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
は
、現
在
は
都

市
再
整
備
計
画
事
業
と
申
し
ま
し
て
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
中
に

入
っ
て
お
り
ま
す
。

質
疑  

見
目
　
匡
議
員　

教
育
債

に
つ
い
て
芳
賀
中
体
育
館
整
備
・
補

強
に
充
て
る
起
債
が
2
本
立
て
に

な
っ
て
い
る
理
由
は
な
に
か
。

総
務
企
画
部
長　

２
種
類
の
起
債

に
つ
い
て
、
一
つ
は
全
国
防
災
事

業
債
も
う
一
つ
が
緊
急
防
災
減
災

事
業
債
で
す
。
起
債
1
本
で
借
り

た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

シ
ス
テ
ム
が
違
っ
て
い
る
の
で
、

有
利
な
全
国
防
災
事
業
債
を
借
り

た
残
を
緊
急
防
災
減
災
事
業
債
に

し
ま
し
た
。
全
国
防
災
事
業
債
は

償
還
の
部
分
に
つ
い
て
交
付
税
措

置
80
％
、
緊
急
防
災
減
災
事
業
債

は
70
％
を
見
て
い
た
だ
け
る
も
の

で
す
。

質
疑 

見
目
　
匡
議
員　

不
動
産

売
り
払
い
収
入
２
３
０
５
万
４
０
０

０
円
の
内
容
は
。

総
務
課
長　

芳
賀
東
小
学
校
の
県

道
拡
幅
の
関
係
で
、県
の
買
収
が
あ
っ

た
も
の
で
す
。単
価
は
１
平
方
メ
ー

ト
ル
あ
た
り
3
万
5
０
０
０
円
で
す
。

質
疑 

水
沼
孝
夫
議
員　

見
目
議

員
さ
ん
か
ら
繰
越
明
許
費
の
質
疑

が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
企

業
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
こ
れ

か
ら
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

し
た
が
、
一
般
町
民
の
方
も
利
用

す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
需
要
予
測

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
企
業
だ
け
で
な

く
、
一
般
町
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
予
定
は
な
い
の
か
。

総
務
企
画
部
長　

企
業
以
外
の
一
般

町
民
の
方
の
利
用
状
況
は
、平
成
26

年
度
当
初
予
算
の
中
に
交
通
実
態
調

査
と
い
う
こ
と
で
、宇
都
宮
市
が
中

心
と
な
る
調
査
で
周
辺
市
町
も
含
め

た
全
体
的
な
交
通
実
態
調
査
を
予

定
し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
取
り
組
み

を
考
え
て
い
ま
す
。

質
疑 
水
沼
孝
夫
議
員　

衛
生
費
・

生
活
習
慣
病
検
診
費
マ
イ
ナ
ス
補
正

が
組
ま
れ
て
い
る
が
そ
の
理
由
は
。

住
民
生
活
部
長　

傾
向
的
に
受
診
率

が
さ
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
が
、当
初
予
算
見
込
み
数
、見
込
額

よ
り
少
な
く
な
る
見
込
み
で
減
額
し

ま
し
た
。

質
疑 

水
沼
孝
夫
議
員　

今
後
膨

ら
む
医
療
費
を
削
減
し
て
い
こ
う
と

い
う
形
で
の
検
診
で
す
か
ら
、受
診

率
を
上
げ
て
い
く
よ
う
な
方
策
を
今

後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

住
民
生
活
部
長　

総
合
検
診
を
含

め
検
診
率
を
上
げ
て
い
く
施
策
を
引

き
続
き
行
っ
て
い
き
た
い
。

質
疑 

北
條
　
勲
議
員　

私
立
保

育
園
支
援
費
に
つ
い
て
、９
月
・
12
月

で
増
額
補
正
し
て
今
回
減
額
補
正
の

理
由
は
。

こ
ど
も
育
成
課
長　

保
育
士
の
給
与

改
善
事
業
・
1
才
児
保
育
士
増
員
事

業
に
お
い
て
、県
補
助
金
で
ま
か
な
う

こ
と
が
で
き
た
た
め
で
す
。

（
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

〈
規
約
の
変
更
〉

〈
補 

正 

予 

算
〉

― 

質 

疑 

応 

答 

―
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（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
議
会
議
員
の
定
数
を
定

め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
詳
細
内
容
は
左
記
に
記
載
】

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
国
民
健
康
保
険
特
別
会
補
正
予
算

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
芳
賀
工
業
団
地
排
水
処
理
セ
ン

タ
ー
特
別
会
計
補
正
予
算

質
疑  

北
條
　
勲
議
員　

工
事
設
計

監
理
料
で
、当
初
予
算
895
万
円
で
減

額
が
720
万
円
の
理
由
は

商
工
観
光
課
長　

当
初
業
務
委
託

す
る
予
定
で
考
え
て
い
ま
し
た
が
、自

前
で
設
計
が
で
き
た
の
で
、減
額
し

ま
し
た
。

（
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
介
護
保
険
特
別
会
補
正
予
算

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
祖
母
井
南
部
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

□
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

（
質
疑
・
討
論
省
略
、原
案
可
決
）

□
特
殊
詐
欺
を
撲
滅
し
、町
民
生
活

の
安
全・安
心
を
確
保
す
る
決
議

に
つ
い
て

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
国
民
の
祝
日「
山
の
日
」の
制
定
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
平
成
25
年
度
芳
賀
町
一
般
会
計
補

正
予
算

内
容 

６
３
７
０
万
1
０
０
０
円
を
追

加
し
、予
算
総
額
を
79
億
４
７
１
４

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な

歳
出
は
、ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ト
通

信
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
導
入
事
業

の
企
画
開
発
費
及
び
工
事
費

６
１
０
０
万
１
０
０
０
円
、大
雪
に

よ
る
被
害
に
よ
る
補
助
金
270
万
円
で

す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
平
成
26
年
度
芳
賀
町
一
般
会
計
補

正
予
算

内
容 

2
億
８
２
８
０
万
円
を
追
加

し
、予
算
総
額
77
億
２
０
８
０
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。主
な
歳
出
は
、大

雪
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
農
業
者
向

け
経
営
体
育
成
支
援
事
業
費
補
助

金
2
億
８
１
３
０
万
円
で
す
。

〈
条 

例 

改 

正
〉

〈
同
　
意
　
案
〉

〈
　
決
　
議
　
〉

〈
　
発
　
議
　
〉

〈
追
加
議
案
補
正
予
算
〉

　今回の定例会で議員発議として議員定数条例の一部改正を
提出し、16人から１４人に改正することを可決しました。
　当町の議員定数は１６人ですが、先の統一選挙においては
定数割れの状況になってしまいました。また、少子高齢化の
進行に伴い、全国的に人口減少が進むなか、芳賀町でも例外
ではなく、その傾向が顕著に表れております。そのような現
状を踏まえ議会改革検討委員会において、将来を見据えた議
員定数の在り方について検討してきたところです。
　その結果、長期的な視点において、町民の声や財政的なも
のを勘案して２人減の14人が適正な定数であるとしたもの
で、次の一般選挙から議員の定数削減を行うため、条例改正
をしました。

次回の一般選挙から　議員定数が
16人から14人に
変わります!!
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書類審査から

○一般会計予算中、他の常任委員会の所管に属さないすべ
ての歳入歳出

（総務課・企画課・税務課・会計課・議会事務局）
◎企画課

問　スマートグリット省エネとは何か。
答　デマンドシステムを使って最高使用電力を監視し、電気料金を抑える仕組み。
　　 国の補助事業の内示があり、補助金の他残りの事業は特別交付税措置がある。

◎総務課
問　下高根沢地内にある太陽光発電施設について説明してほしい。
答　契約当初から工事が遅れ、まだ着手していない。赤

あか

道
みち

の許可、施工業者未定などが理由。

現 地 調 査

○真岡消防署
○芳賀地区エコステーション

報　告　書
　昨年２月１日に町有財産である下高根沢猿久保地区において、スカイソーラージャパン株式会
社と太陽光発電施設の賃貸契約と協定書を締結した。
　協定書において、平成25年４月着工、同年12月発電開始の予定であったが、いまだに着工され
ていない。全国的に国の認可を受けながら未着工のケースが見られるので、今回の契約において
は適切な対応を執られたい。
　また、今後町有地でこのような提案を受けた場合は、慎重に対応されたい。
　厳しい財政状況の中、芳賀町では行財政改革に取り組み人件費削減に努力しているが、地方分
権の進展による地方自治体の業務量の増加も見込まれるので、町民が安心してサービスを受けら
れるよう適正な職員構成や配置が行われるよう長期的に検討されたい。

総務常任委員会報告
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書類審査内容

○一般会計中、教育民生常任に員会の所管に属する歳入歳出
（住民課・健康福祉課・環境対策課・こども育成課・生涯
学習課説明）

◎こども育成課
問　報酬が安いので臨時保育士が見つからないのでは　
　　 ないか。単価アップしても良いのでは。
答　報酬月額16万5千円です。処遇改善、保育園の在り方、正職員の確保が必要。

◎環境対策課
問　ごみの出し方が変わるので、各地区で説明会があったが、分かりにくいと聞いている。
　　 説明資料等分かりやすいように望む。
答　特に変更になる点については、分かりやすい説明にするよう気をつける。

○国民健康保険特別会計歳入歳出（住民課説明）
○介護保険特別会計歳入歳出（健康福祉課説明）
○後期高齢者医療特別会計予算歳入歳出（住民課説明）

現 地 調 査

○生涯学習センター（冒険遊び場）　○芳賀中学校（体育館）
○ウエルネス教室（モテナス）　　　○町民会館
○議員駐車場北側

報　告　書

　祖母井保育園において、職員の産休・育児休業が予定されるなか、通常は嘱託職員による対応
がなされてきた。しかし、公募したにも関わらず、必要人員を確保できなかったため、来年度は
人材派遣会社からの派遣で対応することを予定している。保育士配置に苦慮するなか、正保育士
の増員を検討し嘱託職員の処遇改善をすすめ、保育士確保ならびにさらなる良好な保育環境の構
築に努められたい。

教育民生常任委員会報告
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書類審査内容

○一般会計予算中、産業建設常任委員会の所管に属する歳入
　歳出　（農政課・建設課・商工観光課・都市計画課説明）
◎商工観光課

問　工業団地の未利用地はあるか。
答　町有地はありませんが、民地が13haほど点在してい
　　 ます。

◎建設課
問　地積調査は順調に進んでいるか。
答　立ち会いをお願いしながら現在のところ順調に進んでいます。

○農業集落排水事業特別会計予算歳入歳出（都市計画課説明）
○工業団地排水処理センター特別会計予算歳入歳出（商工観光課説明）
○祖母井南部土地区画整理事業特別会計予算歳入歳出（都市計画課説明）
○宅地造成事業特別会計予算歳入歳出（都市計画課説明）

現 地 調 査

○総合運動公園　　○旧芳賀高校　　○打越新田地内土地改良　　
○芳賀工業団地排水処理センター　　○芳賀工業団地内の現状　　
○町道市の堀線　　○町道飯島・上横西線

報　告　書

　芳賀工業団地には101社が順調に操業され、本町の財源に大きく寄与している。
　また近年、企業から団地への立地希望の引き合いが多くなってきている現状にある。
　一方、団地内民有地の未利用地については、企業からの面積、形状等要件が満たされず、誘致
につながっていない。
　今後は、ＬＲＴ構想により団地内企業の活動がさらに活性化が予想され、それに伴う団地拡張
は大変重要であり、適正規模をしっかりと短期間で造成、分譲されるよう強く望む。

産業建設常任委員会報告
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答　
教
育
長
　
①
町
内
の
保
育
園
、

　
　

幼
稚
園
小
中
学
校
の
職
員
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、
大
学
教
授
の
専

門
員
に
も
依
頼
し
、芳
賀
町
子
ど
も
の

体
力
向
上
推
進
委
員
会
を
昨
年
６
月

に
立
ち
上
げ
検
討
し
て
い
ま
す
。

②
推
進
委
員
会
の
中
で「
幼
児
期
に
体

を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
な
子
ど
も

を
育
て
る
こ
と
が
重
要
」
と
の
意
見
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
幼
稚
園
・
保
育

園
・
小
学
校
に
積
極
的
な
運
動
の
取

り
組
み
を
お
願
い
し
ま
し
た
。推
進
委

員
会
に
お
い
て
も
さ
ら
な
る
向
上
策

を
検
討
し
ま
す
。

③
平
成
24
年
度
と
25
年
度
を
比
較
し

ま
す
と
、
参
加
人
数
も
入
賞
者
の
数

も
増
加
し
、
好
ま
し
い
方
向
に
向
か
っ

て
い
ま
す
。

問　
平
成
24
年
12
月
議
会
で
、
芳

　
　

賀
町
の
児
童
生
徒
の
体
力
低
下

が
あ
り
ま
す
と
の
答
弁
で
し
た
。
そ
の

後
に
つ
い
て
伺
う
。

①
体
力
向
上
推
進
委
員
会
の
開
催
は

②
学
校
の
新
た
な
研
究
内
容
は

③
梨
の
里
マ
ラ
ソ
ン
の
感
想
は

問　
部
活
動
等
に
所
属
し
て
い
な

　
　

い
と
体
を
動
か
す
機
会
が
少
な

い
、
気
軽
に
運
動
す
る
場
が
必
要
で
あ

る
、
そ
の
内
容
を
伺
う
。

　
答
　
教
育
長　

問
題
は
、
学
校
外

　
　

活
動
の
保
障
で
す
。
総
合
型
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
体
制
づ
く
り
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

各
学
校
へ
ス
ポ
ー
ツ
　
　

　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
派
遣

平
成
34
年
度
　
　
　
　

　
　
　
　
開
催
の
国
体
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
に
　
　

　
　
　
競
技
別
会
場
決
定
予
定

問
　
わ
が
国
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
の

　
　

祭
典
で
あ
る
国
体
が
、栃
木
県
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
国
体
終
了
後
に
全

国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
も
開
催
さ

れ
ま
す
。知
事
は
大
会
の
成
功
に
向
け

て
、
栃
木
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
の

全
体
構
想
が
決
定
し
た
と
発
表
し
ま

し
た
。

　

正
式
競
技
37
の
う
ち
、
当
町
は
ど

の
競
技
に
会
場
を
提
供
す
る
の
か
ま

た
、
施
設
の
整
備
を
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
伺
う
。

答
　
町
長　

今
ま
で
全
国
規
模
の

　
　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
町
内
で
行

な
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

機
会
に
何
ら
か
の
競
技
が
開
催
で
き

る
よ
う
、
競
技
の
誘
致
を
教
育
委
員

会
に
指
示
し
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
教
育
長
に
答
弁
さ
せ
ま
す
。

答
　
教
育
長　

県
か
ら
紹
介
の
あ

　
　

り
ま
し
た
開
催
意
向
予
備
調
査

で
は
種
目
ご
と
の
国
体
施
設
基
準
を

考
慮
し
て
、
本
町
で
は
一
番
目
に
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
、
二
番
目
に
剣
道
、
三
番
目

に
サ
ツ
カ
ー
を
希
望
種
目
と
し
て
報

告
し
ま
し
た
。

　

施
設
の
整
備
は
、
本
町
と
隣
接
市

町
と
の
共
同
開
催
に
よ
り
現
在
の
施

設
で
基
準
を
満
た
す
こ
と
が
可
能
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
協
議
の
中
で

必
要
に
応
じ
、施
設
の
整
備
も
考
え
て

い
ま
す
。

一
般
質
問
　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
一
般
質
問
の
内
容
は
、
質
問
・
答
弁
を
質
問
自
ら
要
約
執
筆
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平成３４年度開催の国体会場は
町 競技の誘致を教育委員会に指示しました

北條　勲 議員

小学生の縄跳び講習会保育園でのランニング
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答　
町
長　

被
災
さ
れ
た
農
家
の

　
　

皆
さ
ん
が
今
後
と
も
農
業
を
続

け
て
い
け
る
よ
う
、
今
回
の
議
会
中
に

補
正
予
算
を
計
上
し
て
支
援
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

問　
記
録
的
な
大
雪
に
よ
っ
て
被

　
　

災
さ
れ
た
施
設
園
芸
農
家
が
、

今
後
も
意
欲
を
持
っ
て
農
業
を
継
続

し
て
い
け
る
よ
う
に
万
全
の
対
策
を

講
じ
て
い
く
こ
と
が
行
政
の
責
務
と

考
え
ま
す
が
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な

対
策
で
臨
ま
れ
る
の
か
、
考
え
を
お
示

し
い
た
だ
き
た
い
。

補
正
予
算
を
計
上
し
て

　
　
　
　
支
援
し
て
い
き
た
い

芳
賀
町
地
域
防
災
計
画
　
　

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

芳
賀
町
の
駐
在
所
を
　
　

　
　
　
交
番
に
格
上
げ
し
て
は

必
要
性
や
緊
急
性
の
　
　
　
　
　

高
い
も
の
か
ら
順
次
整
備
し
た
い

関
係
機
関
と
協
議
し
判
断

問　
芳
賀
町
「
防
災
の
日
」
を
提

　
　

案
し
ま
す
。

　

二
点
目
と
し
て
、
平
成
25
年
12
月

13
日
公
布
、
施
行
さ
れ
た
「
消
防
団

の
装
備
の
基
準
及
び
消
防
団
員
服
制

基
準
の
改
正
」
に
つ
い
て
、
町
の
対
応

を
お
伺
い
し
た
い
。

問　
近
年
芳
賀
町
内
に
お
い
て
も

　
　

窃
盗
事
件
等
多
発
し
て
お
り
ま

す
。
町
中
心
の
祖
母
井
駐
在
所
を
24

時
間
体
制
の
交
番
に
格
上
げ
す
る
要

望
書
を
、
県
及
び
県
警
察
本
部
に
提

出
さ
れ
る
こ
と
を
提
案
い
た
し
ま
す
。

答　
町
長　

町
と
し
て
は
、ま
ず
県

　
　

民
を
対
象
と
し
た
栃
木
防
災
の

日
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
活
動
に
取
り

組
み
、芳
賀
町
独
自
に
防
災
の
日
を
設

定
す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は
制

定
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。
二

点
目
の「
消
防
団
の
装
備
の
基
準
及
び

消
防
団
員
服
制
基
準
の
改
正
」
で
は
、

救
助
用
半
長
靴
や
救
命
胴
衣
等
の
消

防
団
員
の
安
全
確
保
の
た
め
の
装
備

を
充
実
す
る
こ
と
、
携
帯
用
無
線
機

や
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
の
双
方
向
の
情

報
伝
達
が
可
能
と
な
る
装
備
を
充
実

す
る
こ
と
な
ど
の
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
改
正
に
伴
う
経
費
を
、地
方
交

付
税
の
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
し

措
置
す
る
と
し
、こ
れ
ら
を
大
幅
に
増

額
す
る
と
の
声
明
が
な
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
把
握
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
消
防
団
の
皆
さ

ん
と
協
議
し
、必
要
性
や
緊
急
性
の
高

い
も
の
か
ら
順
次
整
備
し
た
い
。

答　
町
長　

住
宅
侵
入
窃
盗
犯
は
、

　
　

25
年
に
は　

12
件
発
生
し
て
お

り
、
一
千
世
帯
当
た
り
の
２
・
42
人
件

で
、県
内
市
町
村
ワ
ー
ス
ト
２
位
と
い

う
結
果
が
で
て
お
り
ま
す
、交
番
が
設

置
さ
れ
れ
ば
交
代
勤
務
に
よ
る
24
時

間
体
制
の
警
戒
活
動
が
行
わ
れ
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
安
全
が
昼
夜
を
問
わ

ず
向
上
す
る
と
考
え
ま
す
。
一
つ
の
駐

在
所
が
交
番
に
格
上
げ
と
な
り
機
能

が
強
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
他
の
駐
在
所

を
統
廃
合
す
る
と
い
う
議
論
が
捻
出

さ
れ
る
懸
念
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係

機
関
と
の
協
議
を
十
分
に
行
い
、要
望

書
提
出
に
つ
い
て
判
断
し
た
い
。

一
般
質
問
　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
一
般
質
問
の
内
容
は
、
質
問
・
答
弁
を
質
問
自
ら
要
約
執
筆
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

セーフティータウン芳賀について
町 関係機関と協議しながら検討

市川宗司 議員

＜祖母井駐在所＞
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町
の
ひ
と
り
親
支
援
拡
大
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

答
　
町
長　

町
で
の
既
存
の
支
援

　
　

事
業
と
し
て
は
、ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
助
成
に
よ
る
18
歳
ま
で
の
医

療
費
の
無
料
化
や
、
遺
児
手
当
、
生

活
保
護
世
帯
と
住
民
税
非
課
税
母
子

世
帯
の
一
部
に
対
し
て
保
育
料
の
免

除
、
生
活
困
窮
者
の
小
中
学
生
に
対

し
て
は
、
要
保
護
・
準
要
保
護
制
度

に
よ
る
支
援
を
、
大
学
へ
の
進
学
者
に

対
し
て
は
、低
所
得
世
帯
に
該
当
す
る

場
合
は
無
利
子
で
の
奨
学
金
を
優
先

的
に
貸
与
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
町
で
は
、所
得
税
法
上
の
「
寡

婦
（
夫
）
控
除
」
の
み
な
し
適
用
で
の

減
免
措
置
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
前
述

答　
町
長
　
地
域
福
祉
計
画
策
定

　
　

の
目
的
は
、
個
人
ご
と
の
福
祉

課
題
の
解
決
で
は
な
く
、
生
活
の
場
で

あ
る
地
域
全
体
の
課
題
と
捉
え
、
助

け
合
い
、
支
え
合
い
、
高
齢
者
・
児

童
・
障
が
い
者
な
ど
の
社
会
的
弱
者

と
、
地
域
す
べ
て
の
住
民
が
暮
ら
し
や

す
い
町
の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

県
内
の
策
定
状
況
は
、
市
部
で
は

全
市
策
定
済
み
で
す
が
、残
る
12
町
の

う
ち
当
町
を
含
め
8
町
が
未
策
定
で

す
。
町
で
は
、
地
域
福
祉
計
画
に
つ
い

問　
地
域
福
祉
計
画
は
、
平
成
12

　
　

年
6
月
の
社
会
福
祉
事
業
法
等

の
改
正
に
よ
り
、社
会
福
祉
法
に
新
た

に
規
定
さ
れ
た
事
項
で
あ
り
、市
町
村

地
域
福
祉
計
画
及
び
都
道
府
県
地
域

福
祉
計
画
か
ら
な
り
ま
す
。
地
域
福

祉
計
画
の
策
定
は
各
地
方
自
治
体
が

主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、地
域
住
民
の
意
見
を
十
分
に
反
映

さ
せ
な
が
ら
策
定
す
る
計
画
で
あ
り
、

今
後
の
地
域
福
祉
を
総
合
的
に
推
進

す
る
大
き
な
柱
に
な
る
も
の
で
す
。

　

以
前
、
芳
賀
町
振
興
計
画
の
後
期

計
画
で
検
討
す
る
と
の
回
答
を
得
て

い
ま
す
が
、
計
画
策
定
へ
の
取
り
組
み

を
お
聞
き
し
ま
す
。

て
は
、
地
域
の
福
祉
施
設
の
環
境
整

備
や
福
祉
団
体
と
人
材
の
育
成
活
用
、

地
域
住
民
の
理
解
と
共
助
意
識
の
向

上
、
防
災
・
防
犯
対
策
な
ど
の
地
域

福
祉
全
体
の
向
上
策
に
つ
い
て
、
福
祉

分
野
に
お
け
る
諸
計
画
と
の
整
合
性

を
図
り
な
が
ら
、
関
係
団
体
と
連
絡

を
取
り
つ
つ
、
平
成
26
年
度
策
定
を
目

指
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
策
定
を
　
　

　
　
　
　
目
指
し
ま
す

国
の
大
綱
や
県
の
計
画
を

　
　
検
討
の
上
、
支
援
し
て
い
く

子
ど
も
の
貧
困
対
策
　

　
　
　
　
町
の
取
り
組
み
は
？

問　
厚
生
労
働
省
が
２
０
１
１
年

　
　

に
公
表
し
た
最
新
の
日
本
の
子

ど
も
（
17
歳
以
下
）
の
相
対
的
貧
困

率
は
15
・
７
％
で
、
6
人
に
一
人
が
貧

困
状
態
で
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

と
い
う
な
か
、状
況
改
善
に
向
け
2
月

17
日
に
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進

法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
貧
困
率
は
ひ
と
り
親
世

帯
で
は
半
数
を
超
え
、と
り
わ
け
母
子

世
帯
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
婚
姻
歴
の
有
無
で
不
利

益
を
生
じ
な
い
よ
う
非
婚
ひ
と
り
親

支
援
の
動
き
が
全
国
の
自
治
体
で
広

が
っ
て
お
り
、
県
内
で
も
日
光
市
と
鹿

沼
市
が
非
婚
ひ
と
り
親
家
庭
を
支
援

す
る
た
め
「
寡
婦
（
夫
）
控
除
」
を

み
な
し
適
用
し
保
育
料
や
市
営
住
宅

家
賃
を
減
免
す
る
そ
う
で
す
。

一
般
質
問
　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
一
般
質
問
の
内
容
は
、
質
問
・
答
弁
を
質
問
自
ら
要
約
執
筆
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

地域福祉推進の大きな柱「地域福祉計画」の策定はいつ？
町 関係団体と連絡をとりつつ本年度策定を目指します

増渕さつき 議員

の
事
業
で
保
育
料
の
減
免
や
負
担
軽

減
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
ひ
と
り
親
支
援
の
拡
大
は
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
法
に
よ
り
、

国
が
定
め
る
貧
困
対
策
に
関
す
る
大

綱
や
県
が
定
め
る
子
ど
も
の
貧
困
対

策
計
画
の
趣
旨
と
事
業
効
果
検
討
の

う
え
、
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
　
生
活
困
窮
家
庭
の
教
育
支
援

　
　

策
に
就
学
援
助
制
度
が
あ
り
ま

す
。就
学
援
助
率
の
高
い
市
町
村
ほ
ど

制
度
の
案
内
文
を
ま
め
に
配
布
す
る

傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。町
の
周
知
方
法

の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答
　
こ
ど
も
育
成
課
長　

Ｐ
Ｒ
の

　
　

方
法
に
つ
き
ま
し
て
教
育
委
員

会
で
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
町
の
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

　
　

現
在
の
貸
与
型
の
他
に
給
付
型

の
奨
学
金
を
設
置
で
き
な
い
か
お
聞

き
し
ま
す
。

答
　
町
長　

今
後
、
給
付
型
に
つ
い

　
　

て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

＜内閣府 子ども・若者白書から＞



13

　朝目覚めたとき、今日も何事もなく、
平穏無事に過ごせますようにと願いつつ、
バタバタと一日が過ぎていく毎日です。
　議会だよりは一通り目を通し、町の動
きを確認するくらいでした。これではい
けないなあと思っていました。
　芳賀町民になって 20数年、どんな町か
考えることもなく、子育てと仕事に時が
過ぎてしまいました。
　専業農家であるわが家は、現在夫婦２

　皆さん、スクールガードをご存じです
か？　スクールガードとは、児童等を狙っ
た事件が増えている状況を踏まえ、児童の
登下校などに見守り活動を行ってくださる
ボランティアの方々です。
　息子が昨年小学校に入学し、子どもが安
心して学校に通えることを第一に考えてい
ます。芳賀町は、各学校の学区が広いため、
下校途中に一人になってしまう子がいま
す。そんな時に、迎えに行ける親ばかりで
はありません。近所の方々がスクールガー

人で頑張っていますが、農家の厳しさは
日に日に感じます。自然災害で農作物へ
の被害の心配が常に頭の中にあります。
　そんな中、議会だよりを目にしながら
明るい町にするために議員の皆さんが頑
張っている様子が分かります。
　今年町制施行 60周年です。農業、その
他に関してもますます発展していくよう
議会活動に期待します。

ドとして見守ってくれたら子どもも親もど
んなに安心できることでしょう。芳賀町近
隣の宇都宮市、真岡市、市貝町も、スクー
ルガードの方々がやりがいを感じながら、
子どもの安全を見守ってくれています。芳
賀町稲毛田でも、「見守り隊」が活動され
ています。学校・保護者・地域のより一層
の連携と強化が求められる中、ぜひ、その
他の地域でも現在行われている「青色パト
ロール」に加え、スクールガード活動が盛
んになることを望みます。

岩村和子さん
（稲毛田）

小野瀬宏枝さん
（西高橋）

明るい芳賀町に

安全な登下校

　昨年芳賀町に就職し、社会人になって
から一年が過ぎました。大学に入学し、
一人暮らしを始めたころから感じていた
ことですが、責任ある行動や発言が求め
られるということをあらためて実感して
います。
　私は「責任感」という意味では、学生
であれ社会人であれ、程度の差はないも
のと感じます。組織が同じ目標を持って
活動しているのは社会人も学生も同様だ
と思うので、責任の感じ方というものは
今までとは変わっていません。
　しかし、社会では学生時代と異なり失

敗したときの周囲への影響も大きなもの
になります。それを恐がらずやりがいを
持って仕事をしていき、自分の成長へと
繋げていきたいと思います。
　４月からは消防団にも入り、仕事柄、
地域の人たちと接することも多いので、
視野を広げながら芳賀町の良さを発見し
ていけたらと感じています。
　芳賀チャンネルでは芳賀町議会の内容
を放送していますが、これからは、一人
の社会人、町民として興味をもって視聴
　していければと思います。

齋藤　舜さん
（芳志戸）

責任ある行動
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昨
年
は
東
京
都
知
事
5
千
万
円
、

今
年
に
な
っ
て
み
ん
な
の
党
代
表

8
億
円
。
政
治
家
の
多
額
借
り
入
れ

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
法
的
問

題
は
司
法
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
が
、
日
本
の
選
挙
は
多
額
の

お
金
が
か
か
る
こ
と
は
現
実
の
よ
う

で
す
。

　

選
挙
事
務
所
を
立
ち
上
げ
供
託
金

を
払
い
、
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
を
用

意
し
、
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
し
選
挙

カ
ー
を
運
行
す
る
、
事
務
所
内
は
さ

な
が
ら
ひ
と
つ
の
有
限
会
社
の
様
相

で
す
。
こ
れ
ら
を
賄
う
に
は
多
額
の

自
己
資
金
が
必
要
で
す
が
、
用
意
で

き
な
け
れ
ば
志
は
あ
っ
て
も
な
か
な

か
立
候
補
出
来
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

政
治
家
と
庶
民
意
識
の
乖
離
が
問

題
視
さ
れ
ま
す
が
、
選
挙
資
金
の
あ

る
な
し
に
関
わ
ら
ず
志
あ
る
庶
民
が

立
候
補
で
き
る
制
度
、
社
会
、
国
民

意
識
の
変
革
を
進
め
る
こ
と
し
か
こ

の
問
題
の
根
本
解
決
に
は
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
（
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　

副
委
員
長　

小
林
一
男
記
）

平成２6 年
 2 月
      ７日 ・水道運営委員会
   １４日 ・議員全員協議会
   ２０日 ・企業団例月出納検査
　　　２１日 ・議員運営委員会
   ２４日 ・県議長会・研修
　  ２７日 ・中部環境定例会
　   　　　 ・企業団定例会
 ３ 月
    ３日 ・定例会（～ 17 日）
    ５日 ・全員協議会
　　 １０日 ・芳賀中学校卒業式
　　 １７日 ・議会運営委員会
   １９日 ・小学校卒業式
   ２０日 ・企業団例月出納検査
   ２７日 ・町政功労者表彰式
   ３０日 ・芳賀エコステーション竣工式

 ４ 月
　　  １日 ・辞令交付式 
　　  ８日 ・中学校入学式
　　  ９日 ・小学校入学式
   ２１日 ・企業団例月出納検査
　  ２２日 ・郡議長会監査

 5 月
　　 １４日 ・町政懇談会
　　　　　　　 ・議員会、議友会総会

　芳賀町の「議会だより」は、年４回と随時に臨時
号を発行し、町内各戸や関係機関へ配布しています。
　皆さまに、議会がより親しまれる身近なものとな
れるよう「議会だより」の表紙を飾る写真を募集し
ます。
テーマ「元気な芳賀町」（人物・風景等は問いません。）
応募上の注意
　・応募者は町民に限ります。
　・プリント（Ｌ版以上）またはデ
　　ジタルデータのタテ型
　・編集の都合上、作品のトリミン
　　グを行う場合がありますので、
　　あらかじめご了承ください。
　・撮影者自身に著作権のある未発
　　表、未公開の作品
　・被写体が人物の場合は、必ず本
　　人の承諾を得て応募してください。
　・応募の際は、住所、氏名、電話番号のほか、撮
　　影場所、作品のタイトルを明記してください。
審査方法　芳賀町議会広報常任委員会にて審査します。
応募締切　平成26年７月31日（木）　
応　募　先　芳賀町議会事務局
そ の 他
　　採用者には粗品を進呈します。
　　次号は８月発行予定です。

〈次回の定例会開催予定日は６月３日（火）です〉

※議会定例会の模様をその日の20:00～と再放送を翌日8:00～に放映

はがチャンネルも見てね !!

議会だよりの表紙写真を募集！


